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学位論文内容の要旨

  エゾクロテンMartes zibellina brachyuraは、ユーラシア北部に広く分布するクロテンの亜種であり、北海

道に生息している。その生態や個体数は、ほとんど知られていないため、IUCN（国際自然保護連合）のレッ

ドデータリストにおいてはDD（データ不足）に位置づけられている。近年、北海道南部に移入種として分

布する近縁種のニホンテンM. melampusとの競合が懸念される中、本亜種の生態学的情報の集積が急がれる。

本研究では本亜種の行動圏、生息地利用、食性に関する調査を行った。主な結果は以下の通りである。

1） 19頭の雄、8頭の雌を生体捕獲し、外部形態計測を行った。雄の体重の平均は893.Og、雌は668.1g

  で、雌雄に有意な差が認められた。

2）ラジオトラッキングによる個体追跡によって行動圏と生息地利用の調査を行った。行動圏面積を個体の

    位置推定ポイントの最外郭を結ぶ面の面積として算出した。行動圏を確立していると思われる6個体の

    行動圏面積の平均は1． 12 krr12であった。この結果は、中国北部のクロテン個体群の報告と比較して非

    常に小さなものである。行動圏を確立しない放浪性の個体の存在が雌雄間わず確認された。

3）行動圏を確立した6個体それぞれについて、群落スケールでの生息地利用の解析を行った。行動圏内に

  おける5つの植生タイプの面積比率(availability)を期待値、その植生タイプに含まれる位置ポイン

  ト数を観測値としてカイ二乗検定を行ったところ、どの個体においても有意な植生タイプの選好性は認

  められなかった。

4）より細かなスケールとして、パッチスケールでの生息地利用の調査を積雪期に行った。ラジオトラッキ

  ング及ぴスノートラッキングによって特定できた休息場所、活動場所において直径10mのプロットを設

  置、また利用可能環境(availability)として300x200m間隔の格子の交点上に同様のプロツ卜を設

  置して樹木及び地形に関する11項目の環境要因の計測を行った。環境選好性の解析の結果、休息場所に

  おいては枯損木体積合計、樹木密度、樹種の環境要因においてavailabilityと有意な差が得られ、エゾ

  クロテンは休息時に枯損木、樹木、樹種の多い環境を好むことが示唆された。また、活動場所において

  は枯損木体積合計、最大胸高直径、針葉樹胸高断面積合計、樹冠植被率においてavailabilityよりも有

  意な差が得られ、いずれも値の高い環境を好むことが示唆された。概してエゾクロテンはパッチスケー
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  ルでの環境利用において、自然林や遷移後期林に代表されるような環境を好むことが明らかとなった。

5）食性調査には、糞分析による方法を用いた。エゾクロテンは体サイズに性的二型が認められるため、ま

  ず雌雄における食性の比較を行った。捕獲時に採取した雄の糞22個、雌の糞15個及び調査地で収集しDNA

  分析によって雌雄を判別した雄の糞43個、雌の糞36個の糞を雌雄の食性比較に用いた。結果、雌雄の食

  性に有意な違いは認められず、体サイズの違いが両性の食性に影響を与えているとぃった証拠は得られな

  かった。雌雄の食性を考慮せず、エゾクロテンの食性の季節的変化を調べたところ、年間を通してヤチネ

  ズミ属に高い依存度を示した。冬は特にアカネズミ属の利用が増加した。また夏と秋に鳥類や植物、春と

  夏に昆虫類の増加を示し、幅広い食性と季節的な食物選択を見せていた。2000年冬から2004年の秋まで

  の食性の経年変化を追った結果、哺乳類の利用が減少する際には植物の利用が増加する傾向が見られた。

  こ れ ら の こ と か ら エ ゾ ク ロ テ ン は 、 日 和 見 的 な 採 餌 特 性 を 持 っ と 考 え ら れ る 。

6）調査地内にランダムに設置した自動撮影カメラの撮影結果から推測された餌動物の相対出現頻度

  (availability)と糞からの餌動物の相対出現頻度との比較を行った。特にヤチネズミ属はavailability

  に比べて多くの利用が見られ、アカネズミ属はavailabilityよりも少なく、他個体群やアメリカテン、

  マツテンで餌動物として報告の多いシマリスやユキウサギは、糞からほとんど出現しなかった。

7）エゾクロテンと同所的に生息し、餌を巡る争いの競争者と考えられるキツネの食性分析も同時に行った。

  キツネの食性は春と秋はエゾクロテンと同様の傾向を示したが、夏はエゾクロテンと異なり、哺乳類の利

  用を減少させると同時に昆虫への利用を増加させた。またエゾクロテンとキツネのニッチ重複度も夏は低

  い 値を 示 した が 、 春と 秋 はと も に 高い 値 を 示し 、 餌を巡る 競争の存 在が示唆 された。

  以上の結果から、エゾクロテンは、自然林や遷移後期林の生息地を好み、ヤチネズミ属を主要な餌としな

がらも、植物や昆虫など多様な餌を必要とすることが明らかとなった。それらを提供してくれる環境こそ、

個体群を存続させていく上で重要であると考えられる。
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（冷温帯混交林に生息するエゾクロテンの行動圏，生息地利用及び食性）

  イタチ科テン属は7種から成るが、比較的研究例の多いアメリカテンを除くとその生態

解明はまだ不十分である。エゾクロテンはユーラシア北部域に広く分布するクロテンの1

亜種とされており、北海道に広く分布していたが、生息地攪乱、乱獲、外来侵入近縁種と

の競争などにより、その個体数が減少しており、詳しい生態研究は緊急の課題であった。

本研究ではエゾクロテンの詳細な生態を明らかにしており、保全生態学上の意義は大きい

と考えられる。

  本論文の内容は、大きく3っに分けることができる。まず、2000年から2003年の積雪

期に雄19個体と雌8個体を捕獲し、体重、歯の磨耗度等を測定後、うち10雄と4雌の成

獣にラジオテレメトリーを装着して放獣し、三角法および足跡記録により行動圏および生

息地利用を調査している。キツネによる捕食等で死亡した個体からは歯を得て、年齢を測

定した。主な結果は、1）雄成獣（平均体重893g)は雌成獣(668g）より有意に大きく、

性的二型が顕著、2）最老齢個体は5.5歳、3）雌雄共に、行動圏を形成する個体としない個

体がおり、行動圏サイズは体サイズや齢とは相関せず、平均1.12km2、4）行動圏は排他的

ではなく、近隣個体問でかなり重複している、5）環境選好性を解析したところ、林分レベ

ルでは有意な選好性は検出されなかった、6）しかし、パッチレベルでは検出され、休息地

としては樹木が密で倒木の多い環境が好まれ、採食地としては大きな樹木の多い遷移後期

林が好まれた、などである。中国北部やシベリアに分布するクロテンの断片的な観察結果

と比較すると、エゾクロテンの行動圏はかなり狭く、北海道の針広混交林では大陸のタイ
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ガ地帯に比べて餌量や隠れ場が豊富であることを反映していると考察している。テンの行

動圏サイズは可塑性に富み、生息環境に依存することがアメリカテンなどで示されている

が、本研究結果は、広域分布を示すクロテンでその可塑性がさらに大きいこと示唆してい

る。また、エゾクロテンの保全には原生林や後期二次林の保全が重要であることを示唆し

ており、今後の保全対策を作成する上で貴重な知見である。

  次に、2000年から2005年にかけて605個の糞を採集し、その内容分析からエゾクロテ

ンの食性の季節変動と経年変動を明らかにしている。まず、Y染色体上のDBY遺伝子に依

り約100個の糞を性判定して雌雄間で食性を比較し、有意な性差が認められないことを確

認している。これにより、テン類の性的二型が食性分業に起因するという従来の説を否定

すると共に、以後の食性解析において雌雄の糞をプールするための根拠としている。また、

主な獲物と考えられるネズミ類などの小型哺乳類の資源量(Availability)を推定するため、

2003年4月から2004年10月にかけて毎週5日間5台の自動撮影カメラを林床に設置し

た。その結果、1）ヤチネズミ類は1年を通じて50％以上の糞に含まれ、いずれの季節にお

いてもAvailabilityよりも多く、エゾクロテンに積極的に選好されている、2）アカネズミ類

も冬には約三分のーの糞に含まれているものの、春から秋にかけての含有率は7～9％程度

に過ぎず、Availabilityよりも有意に少ない、3）これまでテン類に忌避されていると考えら

れていたトガリネズミ類は4％（秋）から11％（春、夏）の糞に含まれ、Availabilityより

も多い、4）春と夏には鳥や昆虫、夏と秋には植物も多くの糞に含まれている、5)5年間の

経年変動から、糞中のネズミ類含有率と植物含有率の間には相補的な関係が認められる、

などを明らかにしている。ヤチネズミ類とアカネズミ類にみられる糞中含有率の違いは、

前者が主に地表徘徊性であるのに対し、後者が春から秋にかけて半樹上性であることに起

因していること、その証拠としてアカネズミ類が地表徘徊性に転じる冬季には糞中含有率

が高まっていることを挙げている。これまで、テン類の食性の季節変動と経年変動をこれ

ほど詳しく調査した例はほとんどなく、少なくともクロテンでは初めてである。特に、主

な獲物であるネズミ類の行動生態と結びっけた議論は初めての試みでる。また、本来肉食

性であるテンが特に夏から秋にかけて植物に大きく依存していることを明らかにした点は、

種子散布など生態系内における肉食動物類の役割を考察する上で重要な知見と言えるだろ

う。

  最後に、エゾクロテンの主要な捕食者であり、主な獲物であるネズミ類をめぐる競争者

でもあるキタキツネの糞を採集して両者の食性比較を行い、その共存機構を考察している。

食性からみた両者のニッチ重複度は春と秋には非常に高いものの、夏には有意に低い。こ

れは、キツネが夏に大量発生するバッタなどの昆虫への依存度を高めるとともに、ネズミ

類など小型哺乳類の捕獲能カにおいてエゾクロテンの方がかなり上回るためと考えられる。

捕食・被食関係にもある競争者の共存は、被食者のより優れたハンティング能カによって

実現することが理論的に予測されており、本研究はその予測を支持すると考察している。

  審査委員一同は、これらの成果を高く評価し、また研究者として誠実かっ熱心であり、

大学院博士課程における研鑽や修得単位などもあわせて、申請者が博士（地球環境科学）

の学位を受けるのに充分な資格を有するものと判定した。
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